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母校創立 120年

　
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
た
母
校

は
、
そ
の
記
念
の
事
業
を
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
同
窓
会
が
一
体
と
な
っ
て「
百
二
十

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
作
り

記
念
事
業
を
実
行
い
た
し
ま
し
た
。
記

念
事
業
と
し
て
式
典
・
記
念
講
演
会
・

記
念
誌
発
行
・
校
歌
「
夢
の
光
・
光
の

夢
」
の
斉
唱
用
ピ
ー
ス
楽
譜
作
成
お
よ

び
Ｃ
Ｄ
作
成
・
校
歌
の
レ
リ
ー
フ
作
成

を
行
い
、
ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
音

楽
部
創
立
百
二
十
周
年
記
念
演
奏
会
と

山
岳
部
ジ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ア
ト
レ
イ
ル
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
事
業
実
施
の
た
め
同
窓
会

か
ら
も
資
金
の
協
力
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
回
は
同
窓
会
員
の
皆
様
か
ら
寄

付
金
を
集
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
積
立
金

か
ら
二
百
万
円
を
拠
出
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
積
立
金
は
こ
れ
ま
で
長
年
同

窓
会
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
積
み

立
て
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
ま
し
た
記
念
式
典

は
生
徒
た
ち
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
進
行

で
、式
典
の
出
席
者
の
一
体
感
を
感
じ
、

と
て
も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
事
業
も
好
評
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
「
同
窓
」
に
百
二
十
周
年

記
念
の
記
事
が
特
集
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
て
、
今
年
度
同
窓
会
の
評
議
員
と

し
て
橘
高
校
の
男
子
の
卒
業
生
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
窓
会
に
新

し
い
風
を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
平
成

三
十
年
度
の
総
会
に
向
け
て
の
当
番
学

年
幹
事
会
に
、
若
い
世
代
の
学
年
幹
事

の
方
が
大
勢
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
総
会
の
ご
案
内
の
方
法
に
つ
い
て

も
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
の
連

絡
の
仕
方
な
ど
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
行
く
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
百
三
十
周
年
に
向
け
て
母

校
橘
高
校
が
共
学
の
新
し
い
歴
史
を
作

っ
て
行
く
こ
と
を
願
い
、
同
窓
会
と
し

て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

創
立
百
二
十
周
年
を
祝
し
て

同
窓
会
会
長
　
坪

　井

　有

　子

　

（
昭
和
41

年
卒
）

古古
とと新新ししいい風風
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総

会

報

告

■平成29年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計予算書
収入金額　2,359,601円 自　平成29年４月１日
支出金額　2,359,601円 至　平成30年３月31日

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　　　費 2,080,000 2,080,000 0 同窓会費6,500円×320名
雑　収　入 10,000 10,000 0 利息・寄付金
繰　越　金 269,601 477,474 △207,873
合　　計 2,359,601 2,567,474 △207,873

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　要
会　議　費 10,000 10,000 0 役員会会議費等
総　会　費 150,000 150,000 0 総会要項・ポスター等
助　成　費 700,000 700,000 0 全国大会出場助成、看板、卒業記念品等
慶　弔　費 100,000 100,000 0 慶弔・支部総会祝金等
通　信　費 30,000 30,000 0 切手・はがき代等
旅　　　費 60,000 60,000 0 支部総会等旅費
事　務　費 400,000 400,000 0 事務用品・事務作業手当等

維　持　費 640,000 960,000 △320,000 セミナーハウス維持管理費
320名×2,000円

積　立　金 120,000 120,000 0

予　備　費 149,601 37,474 112,127
合　　計 2,359,601 2,567,474 △207,873

（執行にあたっては項目間の流用を認めるものとする）

　
平
成
二
十
九
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
六

月
十
七
日
㈯
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

て
、
招
待
者
の
恩
師
・
母
校
教
職
員
・
各

支
部
代
表
・
新
幹
事
・
七
の
つ
く
当
番
学

年
等
、
総
勢
二
百
二
十
五
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坪
井
有
子
同
窓
会
会
長
、
青
山
修
身
母

校
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
紹
介
に
続

き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年

度
事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
の
審

議
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
当
番
学
年
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
立
花
か
お
り
さ
ん
（
昭

和
47
年
卒
）
他
七
名
に
よ
る
箏
と
尺
八
の

　
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
常
日
頃
か
ら
本
校
教
育
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
創
立
百
二
十
周
年
を
記
念
誌
へ
、
か

つ
、「
花
た
ち
ば
な
」
の
校
名
を
冠
し
て

十
五
年
目
の
軌
跡
を
学
校
沿
革
へ
、
そ
れ

ぞ
れ
書
き
込
も
う
と
す
る
今
日
、
卒
業
生

が
銘
々
の
希
望
進
路
に
向
か
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
学
ま
な
び

舎や

を
巣
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
体
育
館
正
面

向
か
っ
て
左
手
に
設
置
し
た
校
歌
レ
リ
ー

フ
。「
わ
た
し
た
ち
　
夢
の
光
　
光
の
夢
　

宇
宙
の
花
」。
四
季
を
問
わ
ぬ
常
緑
の
ヤ

マ
ト
タ
チ
バ
ナ
の
葉
の
地
に
刻
ま
れ
た
金こ
ん

色じ
き

の
歌
詞
。
向
後
八
十
年
、
創
立
二
百
周

年
に
向
け
て
、
こ
の
橘
色
の
学
ま
な
び

舎や

に
学
ぶ

皆
様
の
後
輩
を
時
に
厳
し
く
、
時
に
温
か

く
見
守
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
様
に
は
事
業
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
重
ね
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
再
び
春
が
巡
れ
ば
、
希
望
を
胸
に
新
入

生
が
一
人
ふ
た
り
と
通
う
校
門
脇
と
正
面

玄
関
前
の
ヤ
マ
ト
タ
チ
バ
ナ
。
や
が
て
数

え
き
れ
ぬ
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
小
さ

な
五
片
の
、薫
風
に
光
る
真
白
き
花
弁
よ
。

　
結
び
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
本
校

教
育
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、「
三
・

一
一
」
か
ら
七
度
目
の
厳
冬
に
耐
え
、
ヤ

マ
ト
タ
チ
バ
ナ
の
香
気
爽
や
か
に
放
つ
、

こ
こ
福
島
は
宮
下
の
終つ
い

の
地
よ
り
、
会
報

発
行
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
懐
し
く
楽
し

い
友
と
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ヤ
マ
ト
タ
チ
バ
ナ
の

　芽
吹
く
地
よ
り
、
永と

遠わ

に

校
　
長
　
青

　山

　修

　身

　

■平成28年度 福島県立橘高等学校同窓会 一般会計決算書
収 入 金 額　3,158,987円 自　平成28年４月１日
支 出 金 額　2,889,386円 至　平成29年３月31日
次期繰越金　　269,601円

収　　入 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 　 費 2,080,000 2,071,500 △8,500 6,500円×320名、転学等による返金
雑 収 入 10,000 610,013 600,013 利息・寄付金￥610,000円
繰 越 金 477,474 477,474 0

合　　計 2,567,474 3,158,987 591,513

支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　　　要
会 議 費 10,000 9,120 △880 役員会会議費等
総 会 費 150,000 150,000 0 総会要項・懇親会等
助 成 費 700,000 671,908 △28,092 全国大会出場助成・看板代・卒業記念品
慶 弔 費 100,000 92,241 △7,759 慶弔・支部祝金等
通 信 費 30,000 11,836 △18,164 切手、はがき代等
旅 　 費 60,000 50,000 △10,000 支部総会等旅費
事 務 費 400,000 332,281 △67,719 事務用品、事務作業手当等
維 持 費 960,000 962,000 2,000 セミナーハウス維持管理費
積 立 金 120,000 610,000 490,000 寄付金￥610,000
予 備 費 37,474 0 △37,474
合　　計 2,567,474 2,889,386 321,912

　監査いたしました結果、会計は適正に執行され、上記のとおり相違ないことを認めます。

　　平成29年４月５日 監査　橘　　　洋　子　　　　誉　田　文　子　　　

会 長 挨 拶

演 奏 風 景

平成27年卒幹事（２名）・平成29年３月卒新幹事

十
年
後
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
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◎
寄
付
金

　
昭
和
34
年
卒
「
花
た
ち
ば
な
　
34
会
」

金
三
九
、六
二
六
円

　
昭
和
47
年
卒
　
学
年
会 

金
四
万
円

◎
寄
贈
品

　
昭
和
27
年
卒 

杉
山
（
関
根
）
賴
子
様

著
書
『
馬
酔
木
の
丘
』
二
冊

寄
付
金
・
寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

◎
昭
和
29
年
卒 

清
水
（
宮
下
）
玲
子
様

　
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
東
北
地
区
表
彰

◎
昭
和
33
年
卒 

橘
（
佐
藤
）
洋
子
様

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
）
県
点
字
図
書
館
音
訳
奉
仕
活
動

◎
昭
和
39
年
卒 

佐
藤
（
室
井
）
幸
代
様

第
71
回
二
紀
展
　
絵
画
部
　
文
部
科
学
大
臣

賞
受
賞

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈客

　員
〉

鈴
木
　
　
啓
　
先
生 

平
29
・
４
・
13

野
村
　
米
男
　
先
生 

平
25
・
５
・
31

　〈会

　員
〉

昭
２
卒 

中
村
ミ
サ
ヲ（
吉
田
） 

平
21
・
12
・
９

昭
５
卒 

伊
藤
ハ
ル
子（
新
井
） 

平
27
・
６
・
22

昭
５
卒 

石
川
　
美
重（
三
瓶
） 

平
26
・
３
・
18

昭
５
卒 

塩
見
　
正
子（
遠
藤
） 

平
22
・
12
・
15

昭
７
卒 

岡
野
　
カ
ツ（
丹
野
） 

平
23
・
11
・
29

昭
９
卒 

志
賀
　
ツ
ヤ（
佐
藤
） 

平
28
・
８
・
17

昭
９
卒 

仲
江
川
貞
子（
鈴
木
） 

平
22
・
９
・
14

昭
９
卒 

宗
川
　
広
子（
宗
川
） 

平
27
・
12
・
24

昭
10
卒 

北
浦
　
ナ
ヲ（
山
田
） 

平
26
・
11
・
７

昭
10
卒 

菅
野
　
　
俊 
平
28
・
６
・
３

昭
10
卒 

橋
本
　
ユ
リ（
大
内
） 
平
28
・
７
・
29

昭
10
卒 

国
友
　
光
子（
宇
野
） 
平
28
・
３

　

昭
10
卒 

猪
狩
ヨ
シ
子（
菊
田
） 

平
20
　
　
　

昭
11
卒 

立
子
山
尚
子（
斎
藤
） 

平
28
・
９
・
28

昭
11
卒 

菅
野
　
シ
ゲ 

平
29
・
２
・
20

昭
12
卒 

横
須
賀
中
子（
安
藤
） 

平
26
・
７
・
31

昭
12
卒 

高
橋
　
歌
子 

平
29
・
８
・
23

昭
13
卒 

佐
藤
　
ツ
ル（
近
藤
） 

平
27
・
12
・
４

昭
13
卒 

八
巻
　
　
冨（
陣
野
原
） 

平
28
・
８
・
12

昭
14
卒 

佐
藤
　
ト
ミ 

平
26
・
１
・
30

昭
14
卒 

大
内
カ
ツ
子（
瓶
子
） 

平
28
・
４
・
17

昭
14
卒 

水
野
　
綾
子（
荻
生
） 

平
23
・
５
・
28

昭
14
卒 

羽
田
満
佐
子（
木
川
田
） 

平
26
・
８
・
29

昭
14
卒 

小
坂
　
し
づ（
鴫
原
） 

平
28
・
４
・
13

昭
14
卒 

窪
　
　
喜
好（
佐
藤
） 

平
28
・
６
・
16

昭
14
卒 

橋
本
　
貞
子 

平
25
・
４
・
８

昭
15
卒 

佐
藤
　
ヒ
ロ（
佐
藤
） 

平
26
・
４
・
７

昭
15
卒 

庄
子
　
信
子（
斎
藤
） 

平
28
・
８
・
22

昭
16
卒 

遅
沢
　
紀
子（
大
木
） 

平
29
・
１
・
28

昭
17
卒 

遠
藤
チ
ヨ
コ（
加
藤
） 

平
28
・
９
・
21

昭
17
卒 

黒
川
　
勝
子（
梅
津
） 

平
28
・
５
・
７

昭
18
卒 

金
子
　
シ
ゲ（
大
河
内
） 

平
28
・
10
・
８

昭
18
卒 

阿
部
　
純
子（
山
田
） 

平
29
・
５
・
17

昭
18
卒 

田
村
　
淑
子（
遠
藤
） 

平
22
　
　
　

昭
19
卒 

佐
藤
　
恭
子（
金
子
） 

平
28
・
１
・
18

昭
19
卒 

菅
野
　
千
枝（
中
山
） 

平
28
・
７
・
28

昭
19
卒 

佐
藤
　
和
子（
渡
辺
） 

平
21
・
４
・
12

昭
19
卒 

中
村
　
君
枝（
丹
治
） 

平
28
・
10

　

昭
20
卒 

大
木
　
玉
江（
黒
沢
）

昭
20
卒 

高
橋
　
俊
子（
橋
本
） 

平
28
・
６
・
22

昭
21
卒 

折
笠
　
久
子（
小
熊
） 

平
28
・
６
・
12

昭
21
卒 

佐
藤
　
良
子（
菅
野
） 

平
29
・
１
・
27

昭
21
卒 

樋
口
　
育
子（
樋
口
） 

平
27
・
11
・
16

昭
21
卒 

大
宮
　
雅
子（
三
浦
） 

平
18
・
12
・
29

昭
21
卒 

宝
槻
　
チ
カ（
石
井
） 

平
29
・
２
・
20

昭
22
卒 

山
形
　
キ
ミ（
石
添
） 

平
28
・
12
・
21

昭
22
卒 

高
橋
　
ス
イ（
後
藤
） 

平
23
・
３
・
29

昭
23
卒 

⻆
田
ゆ
き
え（
尾
形
） 

平
27
・
７
・
26

昭
23
卒 

黒
須
多
美
子（
日
塔
）

昭
23
卒 

長
谷
部
愛
子（
安
田
） 

平
28
・
９
・
21

昭
24
卒 

遠
藤
　
丸
子 

平
28
・
10
・
27

昭
24
卒 

阿
部
　
泰
子

昭
25
卒 

桜
内
リ
ン
子（
加
藤
） 

平
28
・
５
・
28

昭
26
卒 

菊
田
美
智
子（
鈴
木
） 

平
29
・
６
・
22

昭
26
卒 

八
巻
み
ち
子（
八
巻
） 

平
28
・
11
・
９

昭
27
卒 

松
本
イ
ネ
子（
吾
妻
） 

平
25
・
６
・
９

昭
27
卒 

吉
田
　
久
子（
上
野
） 

平
28
・
５
・
28

昭
27
卒 

永
沢
　
陽
子（
明
珍
）

昭
28
卒 

田
村
寿
美
子（
菅
野
） 

平
29
・
２
・
12

昭
28
卒 

梅
津
　
幸
子（
福
地
） 

平
28
・
８
・
12

昭
29
卒 

阿
部
リ
ウ
子（
熊
坂
） 

平
23
・
７
・
４

昭
29
卒 

国
分
　
明
子（
国
分
） 

平
27
　
　
　

昭
29
卒 

冨
沢
美
代
子（
沼
崎
） 

平
26
・
７
・
18

昭
29
卒 

板
垣
セ
ツ
子（
阿
部
） 

平
29
・
９
・
20

昭
29
卒 

三
好
　
恵
子（
宍
戸
） 

平
28
・
１
・
15

昭
29
卒 

柳
沼
　
濱
子（
梅
津
） 

平
29
・
１
・
４

昭
29
卒 

石
堂
　
恭
子（
平
山
） 

平
29
・
２
・
23

敬

　
　
　弔

昭
31
卒 

三
宅
　
早
苗（
清
水
） 

平
26
・
10
・
26

昭
31
卒 

佐
藤
　
順
子（
宮
内
） 

平
25
・
５
・
26

昭
32
卒 

畑
中
　
昱
子（
鈴
木
） 

平
28
・
４
・
30

昭
32
卒 

佐
々
木
久
子（
庄
司
）

昭
33
卒 

石
川
真
佐
子（
仁
科
） 

平
29
・
６
・
22

昭
33
卒 

斉
藤
　
シ
ズ（
高
橋
） 

平
29
・
３
・
５

昭
34
卒 

八
島
　
朝
子（
朽
木
） 

平
29
　
　
　

昭
34
卒 
水
澤
　
サ
イ（
高
橋
） 

平
27
・
９
・
24

昭
35
卒 
金
澤
　
泰
子（
小
山
田
） 

平
27
・
８
・
５

昭
36
卒 
野
邊
　
美
保 

平
28
・
７

　

昭
36
卒 

村
田
　
絹
子（
村
田
） 

平
27
・
５
・
17

昭
36
卒 

長
澤
　
　
絅（
長
澤
） 

平
29
・
11

　

昭
37
卒 

角
田
　
倚
久（
佐
藤
） 

平
27
・
４
・
19

昭
37
卒 

岡
崎
ト
ミ
子（
岡
崎
） 

平
29
・
３
・
19

昭
38
卒 

丸
山
　
朝
子 

平
28
・
５

　

昭
38
卒 

佐
藤
　
近
子（
小
泉
） 
平
28
・
２
・
18

昭
39
卒 

深
瀬
ノ
ブ
子（
深
瀬
） 
平
29
・
７
・
27

昭
40
卒 

坂
巻
　
諒
子（
鈴
木
） 
平
29
・
８
・
11

昭
41
卒 

吉
田
　
英
子（
菅
野
） 

平
29
・
５

　

昭
42
卒 

大
内
　
庸
子（
安
斎
） 

平
29
・
10
・
７

昭
43
卒 

菱
沼
眞
理
子 

平
29
・
１
・
30

昭
44
卒 

本
間
　
範
子 

平
28
・
４
・
４

昭
47
卒 

薄
井
　
恵
子（
清
田
） 

平
25
・
２
・
26

昭
47
卒 

西
方
　
淑
子 

平
24
・
５
・
27

昭
47
卒 

佐
藤
美
代
子（
宮
永
） 

平
24
・
６
・
22

昭
47
卒 

大
堂
　
孝
子（
大
内
）

昭
47
卒 

丹
治
　
雅
世（
相
模
）

昭
47
卒 

朝
倉
　
玲
子（
吉
田
）

昭
47
卒 

土
屋
　
恵
子（
石
川
）

昭
49
卒 

金
田
　
智
子（
金
田
） 

平
28
・
４
・
10

昭
51
卒 

町
田
　
幸
江（
野
田
） 

平
24
・
９
・
30

昭
52
卒 

梶
原
　
広
美（
高
野
） 

平
29
・
11

　

昭
53
卒 

山
田
　
幸
子（
鴫
原
） 

平
28
・
11
・
１

昭
58
卒 

石
見
恵
美
子（
橋
本
） 

平
27
・
12
・
11

月
日

行

　
　
　
　事

平
成
29
年

４

５
会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

４

19

第
１
回
評
議
員
会

４

26

第
２
回
評
議
員
会
及
び

第
３
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
１
回
会
報
編
集
委
員
会

５

17

第
３
回
評
議
員
会
及
び

第
４
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

７
第
４
回
評
議
員
会
及
び

第
５
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

17

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会

６

28

第
２
回
役
員
会

７

５
第
５
回
評
議
員
会
及
び

第
６
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

７

19

母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

８

１
母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

10

１
母
校
創
立
120
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会

10

４
第
３
回
役
員
会

10

18

第
６
回
評
議
員
会

第
２
回
会
報
編
集
委
員
会

11

１
第
１
回
卒
年
に〝
８
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
３
回
会
報
編
集
委
員
会

12

６
第
４
回
会
報
編
集
委
員
会

平
成
30
年

１

10

第
５
回
会
報
編
集
委
員
会

１

17

第
６
回
会
報
編
集
委
員
会

１

24

第
７
回
会
報
編
集
委
員
会

１

31

第
８
回
会
報
編
集
委
員
会

２

７
第
２
回
卒
年
に〝
８
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
９
回
会
報
編
集
委
員
会

２

28

新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３

１
会
報
「
同
窓
」
第
68
号
発
行

（
全
同
窓
生
に
配
付
）

■平成28年度同窓会協力金
　年代別納入状況
卒業年度 人数 金　　額

大正～昭和30年代 1,140 2,470,500
昭和40～60年代 806 1,657,000
平成元年～20年代 252 402,000
合　計 2,198 4,529,500

振込手数料
△249,950

合　計 4,279,550
（Ｈ28.3.14～Ｈ29.3.15）

組

氏
　
名

組

氏
　
名

1

澁
谷
　
知
奏

根
本
　
郁
美

5

阿
部
　
操
志

佐
藤
　
璃
沙

2

玉
根
　
由
貴

丹
治
　
彩
奈

6

狩
野
　
直
人

武
藤
　
茉
未

3

野
田
　
陽
香

佐
藤
　
千
穂

7

長
澤
　
真
緒

本
田
さ
く
ら

4

佐
藤
　
祐
輝

馬
場
　
　
叶

8

五
十
嵐
優
葉

菅
野
真
奈
佳

新
学
年
幹
事

■平成28年度同窓会協力金
 自　平成28年４月１日
 至　平成29年３月31日

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

協 力 金 3,988,686

預 金 利 息 102 普通預金利息

前 年 度 繰 越 金 7,138,509

合　　計 11,127,297

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

会報発行費　印刷代 599,400 25,000部

発送料 2,507,999 23,209通

需 用 費 15,600 卒業アルバム
事務局保存用

合　　計 3,122,999

　収 入 金 額 11,127,297円
　支 出 金 額 3,122,999円
　次期繰越額 8,004,298円

　監査いたしました結果、会計は適正に執行
され、上記のとおり相違ないことを認めます。

　　平成29年４月５日

監査　橘　　　洋　子　　

　　　　誉　田　文　子　　

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
◎収　　入 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

会　　　費 960,000 958,000 △2,000 3,000円×320名、
転学等による返金等

雑　収　入 0 6,200 6,200 外部団体利用協力金
繰　越　金 7,258,777 7,258,777 0

合　　計 8,218,777 8,222,977 4,200

◎支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
維 持 経 費 500,000 450,192 △49,808 光熱水費、業者清掃等
施設維持管理費 7,718,777 0 △7,718,777
合　　計 8,218,777 450,192 △7,768,585

　収 入 金 額 8,222,977円
　支 出 金 額 450,192円
　次期繰越金 7,772,785円

■平成28年度同窓会積立金
積　　立　　金 1,393,567円

■平成28年度同窓会基金
積 立 基 金 11,921,204円

同
窓
会
の
主
な
行
事

〈
平
成
29
年
度
〉

会報発行は協力金で
まかなっております。
円滑な発行のため 
お振り込みにご協力
お願いいたします。

■住所変更手続きのお願い■
　住所や電話番号等を変更された方は事務局までお知
らせください。その際、正確を期すため書面（協力金
振込用紙通信欄、ファックス、ハガキのいずれか）で
ご連絡下さい。

福島県立橘高等学校同窓会
（福島女子高等学校）

事務局　福島県立橘高等学校内
　　　　〒960-8011　福島市宮下町７番41号
　　　　ファックス番号（０２４）５３５－３３９７
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◎
寄
付
金

　
昭
和
34
年
卒
「
花
た
ち
ば
な
　
34
会
」

金
三
九
、六
二
六
円

　
昭
和
47
年
卒
　
学
年
会 

金
四
万
円

◎
寄
贈
品

　
昭
和
27
年
卒 

杉
山
（
関
根
）
賴
子
様

著
書
『
馬
酔
木
の
丘
』
二
冊

寄
付
金
・
寄
贈
品
紹
介

お
　
慶
　
び

◎
昭
和
29
年
卒 

清
水
（
宮
下
）
玲
子
様

　
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
東
北
地
区
表
彰

◎
昭
和
33
年
卒 

橘
（
佐
藤
）
洋
子
様

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
）
県
点
字
図
書
館
音
訳
奉
仕
活
動

◎
昭
和
39
年
卒 

佐
藤
（
室
井
）
幸
代
様

第
71
回
二
紀
展
　
絵
画
部
　
文
部
科
学
大
臣

賞
受
賞

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　〈客

　員
〉

鈴
木
　
　
啓
　
先
生 

平
29
・
４
・
13

野
村
　
米
男
　
先
生 

平
25
・
５
・
31

　〈会

　員
〉

昭
２
卒 

中
村
ミ
サ
ヲ（
吉
田
） 

平
21
・
12
・
９

昭
５
卒 

伊
藤
ハ
ル
子（
新
井
） 

平
27
・
６
・
22

昭
５
卒 

石
川
　
美
重（
三
瓶
） 
平
26
・
３
・
18

昭
５
卒 

塩
見
　
正
子（
遠
藤
） 
平
22
・
12
・
15

昭
７
卒 

岡
野
　
カ
ツ（
丹
野
） 

平
23
・
11
・
29

昭
９
卒 

志
賀
　
ツ
ヤ（
佐
藤
） 

平
28
・
８
・
17

昭
９
卒 

仲
江
川
貞
子（
鈴
木
） 

平
22
・
９
・
14

昭
９
卒 

宗
川
　
広
子（
宗
川
） 

平
27
・
12
・
24

昭
10
卒 

北
浦
　
ナ
ヲ（
山
田
） 

平
26
・
11
・
７

昭
10
卒 

菅
野
　
　
俊 

平
28
・
６
・
３

昭
10
卒 

橋
本
　
ユ
リ（
大
内
） 

平
28
・
７
・
29

昭
10
卒 

国
友
　
光
子（
宇
野
） 

平
28
・
３

　

昭
10
卒 

猪
狩
ヨ
シ
子（
菊
田
） 

平
20
　
　
　

昭
11
卒 

立
子
山
尚
子（
斎
藤
） 

平
28
・
９
・
28

昭
11
卒 

菅
野
　
シ
ゲ 

平
29
・
２
・
20

昭
12
卒 

横
須
賀
中
子（
安
藤
） 

平
26
・
７
・
31

昭
12
卒 

高
橋
　
歌
子 

平
29
・
８
・
23

昭
13
卒 

佐
藤
　
ツ
ル（
近
藤
） 

平
27
・
12
・
４

昭
13
卒 

八
巻
　
　
冨（
陣
野
原
） 

平
28
・
８
・
12

昭
14
卒 

佐
藤
　
ト
ミ 

平
26
・
１
・
30

昭
14
卒 

大
内
カ
ツ
子（
瓶
子
） 

平
28
・
４
・
17

昭
14
卒 

水
野
　
綾
子（
荻
生
） 

平
23
・
５
・
28

昭
14
卒 

羽
田
満
佐
子（
木
川
田
） 

平
26
・
８
・
29

昭
14
卒 

小
坂
　
し
づ（
鴫
原
） 

平
28
・
４
・
13

昭
14
卒 

窪
　
　
喜
好（
佐
藤
） 

平
28
・
６
・
16

昭
14
卒 

橋
本
　
貞
子 

平
25
・
４
・
８

昭
15
卒 

佐
藤
　
ヒ
ロ（
佐
藤
） 

平
26
・
４
・
７

昭
15
卒 

庄
子
　
信
子（
斎
藤
） 

平
28
・
８
・
22

昭
16
卒 

遅
沢
　
紀
子（
大
木
） 

平
29
・
１
・
28

昭
17
卒 

遠
藤
チ
ヨ
コ（
加
藤
） 

平
28
・
９
・
21

昭
17
卒 

黒
川
　
勝
子（
梅
津
） 

平
28
・
５
・
７

昭
18
卒 

金
子
　
シ
ゲ（
大
河
内
） 

平
28
・
10
・
８

昭
18
卒 

阿
部
　
純
子（
山
田
） 

平
29
・
５
・
17

昭
18
卒 

田
村
　
淑
子（
遠
藤
） 

平
22
　
　
　

昭
19
卒 

佐
藤
　
恭
子（
金
子
） 

平
28
・
１
・
18

昭
19
卒 

菅
野
　
千
枝（
中
山
） 

平
28
・
７
・
28

昭
19
卒 

佐
藤
　
和
子（
渡
辺
） 

平
21
・
４
・
12

昭
19
卒 

中
村
　
君
枝（
丹
治
） 

平
28
・
10

　

昭
20
卒 

大
木
　
玉
江（
黒
沢
）

昭
20
卒 

高
橋
　
俊
子（
橋
本
） 

平
28
・
６
・
22

昭
21
卒 

折
笠
　
久
子（
小
熊
） 

平
28
・
６
・
12

昭
21
卒 

佐
藤
　
良
子（
菅
野
） 

平
29
・
１
・
27

昭
21
卒 

樋
口
　
育
子（
樋
口
） 

平
27
・
11
・
16

昭
21
卒 

大
宮
　
雅
子（
三
浦
） 

平
18
・
12
・
29

昭
21
卒 

宝
槻
　
チ
カ（
石
井
） 

平
29
・
２
・
20

昭
22
卒 

山
形
　
キ
ミ（
石
添
） 

平
28
・
12
・
21

昭
22
卒 

高
橋
　
ス
イ（
後
藤
） 

平
23
・
３
・
29

昭
23
卒 

⻆
田
ゆ
き
え（
尾
形
） 

平
27
・
７
・
26

昭
23
卒 

黒
須
多
美
子（
日
塔
）

昭
23
卒 

長
谷
部
愛
子（
安
田
） 

平
28
・
９
・
21

昭
24
卒 

遠
藤
　
丸
子 

平
28
・
10
・
27

昭
24
卒 

阿
部
　
泰
子

昭
25
卒 

桜
内
リ
ン
子（
加
藤
） 

平
28
・
５
・
28

昭
26
卒 

菊
田
美
智
子（
鈴
木
） 

平
29
・
６
・
22

昭
26
卒 

八
巻
み
ち
子（
八
巻
） 

平
28
・
11
・
９

昭
27
卒 

松
本
イ
ネ
子（
吾
妻
） 

平
25
・
６
・
９

昭
27
卒 

吉
田
　
久
子（
上
野
） 

平
28
・
５
・
28

昭
27
卒 

永
沢
　
陽
子（
明
珍
）

昭
28
卒 

田
村
寿
美
子（
菅
野
） 

平
29
・
２
・
12

昭
28
卒 

梅
津
　
幸
子（
福
地
） 

平
28
・
８
・
12

昭
29
卒 

阿
部
リ
ウ
子（
熊
坂
） 

平
23
・
７
・
４

昭
29
卒 

国
分
　
明
子（
国
分
） 

平
27
　
　
　

昭
29
卒 

冨
沢
美
代
子（
沼
崎
） 

平
26
・
７
・
18

昭
29
卒 

板
垣
セ
ツ
子（
阿
部
） 

平
29
・
９
・
20

昭
29
卒 

三
好
　
恵
子（
宍
戸
） 

平
28
・
１
・
15

昭
29
卒 

柳
沼
　
濱
子（
梅
津
） 

平
29
・
１
・
４

昭
29
卒 

石
堂
　
恭
子（
平
山
） 

平
29
・
２
・
23

敬

　
　
　弔

昭
31
卒 

三
宅
　
早
苗（
清
水
） 

平
26
・
10
・
26

昭
31
卒 

佐
藤
　
順
子（
宮
内
） 

平
25
・
５
・
26

昭
32
卒 

畑
中
　
昱
子（
鈴
木
） 

平
28
・
４
・
30

昭
32
卒 

佐
々
木
久
子（
庄
司
）

昭
33
卒 

石
川
真
佐
子（
仁
科
） 

平
29
・
６
・
22

昭
33
卒 

斉
藤
　
シ
ズ（
高
橋
） 

平
29
・
３
・
５

昭
34
卒 

八
島
　
朝
子（
朽
木
） 

平
29
　
　
　

昭
34
卒 

水
澤
　
サ
イ（
高
橋
） 

平
27
・
９
・
24

昭
35
卒 

金
澤
　
泰
子（
小
山
田
） 

平
27
・
８
・
５

昭
36
卒 

野
邊
　
美
保 

平
28
・
７

　

昭
36
卒 

村
田
　
絹
子（
村
田
） 

平
27
・
５
・
17

昭
36
卒 

長
澤
　
　
絅（
長
澤
） 

平
29
・
11

　

昭
37
卒 

角
田
　
倚
久（
佐
藤
） 

平
27
・
４
・
19

昭
37
卒 

岡
崎
ト
ミ
子（
岡
崎
） 

平
29
・
３
・
19

昭
38
卒 

丸
山
　
朝
子 

平
28
・
５

　

昭
38
卒 

佐
藤
　
近
子（
小
泉
） 

平
28
・
２
・
18

昭
39
卒 

深
瀬
ノ
ブ
子（
深
瀬
） 

平
29
・
７
・
27

昭
40
卒 

坂
巻
　
諒
子（
鈴
木
） 

平
29
・
８
・
11

昭
41
卒 

吉
田
　
英
子（
菅
野
） 

平
29
・
５

　

昭
42
卒 

大
内
　
庸
子（
安
斎
） 

平
29
・
10
・
７

昭
43
卒 

菱
沼
眞
理
子 

平
29
・
１
・
30

昭
44
卒 

本
間
　
範
子 

平
28
・
４
・
４

昭
47
卒 

薄
井
　
恵
子（
清
田
） 

平
25
・
２
・
26

昭
47
卒 

西
方
　
淑
子 

平
24
・
５
・
27

昭
47
卒 

佐
藤
美
代
子（
宮
永
） 

平
24
・
６
・
22

昭
47
卒 

大
堂
　
孝
子（
大
内
）

昭
47
卒 

丹
治
　
雅
世（
相
模
）

昭
47
卒 

朝
倉
　
玲
子（
吉
田
）

昭
47
卒 

土
屋
　
恵
子（
石
川
）

昭
49
卒 

金
田
　
智
子（
金
田
） 

平
28
・
４
・
10

昭
51
卒 

町
田
　
幸
江（
野
田
） 

平
24
・
９
・
30

昭
52
卒 

梶
原
　
広
美（
高
野
） 

平
29
・
11

　

昭
53
卒 

山
田
　
幸
子（
鴫
原
） 

平
28
・
11
・
１

昭
58
卒 

石
見
恵
美
子（
橋
本
） 

平
27
・
12
・
11

月
日

行

　
　
　
　事

平
成
29
年

４

５
会
計
監
査

第
１
回
役
員
会

４

19

第
１
回
評
議
員
会

４

26

第
２
回
評
議
員
会
及
び

第
３
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
１
回
会
報
編
集
委
員
会

５

17

第
３
回
評
議
員
会
及
び

第
４
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

７
第
４
回
評
議
員
会
及
び

第
５
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

６

17

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会

６

28

第
２
回
役
員
会

７

５
第
５
回
評
議
員
会
及
び

第
６
回
卒
年
に〝
７
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

７

19

母
校
管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

８

１
母
校
合
唱
部
定
期
演
奏
会
を
後
援

10

１
母
校
創
立
120
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会

10

４
第
３
回
役
員
会

10

18

第
６
回
評
議
員
会

第
２
回
会
報
編
集
委
員
会

11

１
第
１
回
卒
年
に〝
８
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
３
回
会
報
編
集
委
員
会

12

６
第
４
回
会
報
編
集
委
員
会

平
成
30
年

１

10

第
５
回
会
報
編
集
委
員
会

１

17

第
６
回
会
報
編
集
委
員
会

１

24

第
７
回
会
報
編
集
委
員
会

１

31

第
８
回
会
報
編
集
委
員
会

２

７
第
２
回
卒
年
に〝
８
〞の
つ
く
学
年
幹
事
会

第
９
回
会
報
編
集
委
員
会

２

28

新
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
歓
迎
式

３

１
会
報
「
同
窓
」
第
68
号
発
行

（
全
同
窓
生
に
配
付
）

■平成28年度同窓会協力金
　年代別納入状況
卒業年度 人数 金　　額

大正～昭和30年代 1,140 2,470,500
昭和40～60年代 806 1,657,000
平成元年～20年代 252 402,000
合　計 2,198 4,529,500

振込手数料
△249,950

合　計 4,279,550
（Ｈ28.3.14～Ｈ29.3.15）

組

氏
　
名

組

氏
　
名

1

澁
谷
　
知
奏

根
本
　
郁
美

5

阿
部
　
操
志

佐
藤
　
璃
沙

2

玉
根
　
由
貴

丹
治
　
彩
奈

6

狩
野
　
直
人

武
藤
　
茉
未

3

野
田
　
陽
香

佐
藤
　
千
穂

7

長
澤
　
真
緒

本
田
さ
く
ら

4

佐
藤
　
祐
輝

馬
場
　
　
叶

8

五
十
嵐
優
葉

菅
野
真
奈
佳

新
学
年
幹
事

■平成28年度同窓会協力金
 自　平成28年４月１日
 至　平成29年３月31日

◎収　　入 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

協 力 金 3,988,686

預 金 利 息 102 普通預金利息

前 年 度 繰 越 金 7,138,509

合　　計 11,127,297

◎支　　出 （単位：円）

項　　目 金　額 摘　要

会報発行費　印刷代 599,400 25,000部

発送料 2,507,999 23,209通

需 用 費 15,600 卒業アルバム
事務局保存用

合　　計 3,122,999

　収 入 金 額 11,127,297円
　支 出 金 額 3,122,999円
　次期繰越額 8,004,298円

　監査いたしました結果、会計は適正に執行
され、上記のとおり相違ないことを認めます。

　　平成29年４月５日

監査　橘　　　洋　子　　

　　　　誉　田　文　子　　

■同窓会館たちばなセミナーハウス維持管理費報告
◎収　　入 （単位：円）

項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要

会　　　費 960,000 958,000 △2,000 3,000円×320名、
転学等による返金等

雑　収　入 0 6,200 6,200 外部団体利用協力金
繰　越　金 7,258,777 7,258,777 0

合　　計 8,218,777 8,222,977 4,200

◎支　　出 （単位：円）
項　　目 予算額 決算額 比較増減 摘　　　要
維 持 経 費 500,000 450,192 △49,808 光熱水費、業者清掃等
施設維持管理費 7,718,777 0 △7,718,777
合　　計 8,218,777 450,192 △7,768,585

　収 入 金 額 8,222,977円
　支 出 金 額 450,192円
　次期繰越金 7,772,785円

■平成28年度同窓会積立金
積　　立　　金 1,393,567円

■平成28年度同窓会基金
積 立 基 金 11,921,204円

同
窓
会
の
主
な
行
事

〈
平
成
29
年
度
〉

会報発行は協力金で
まかなっております。
円滑な発行のため 
お振り込みにご協力
お願いいたします。

■住所変更手続きのお願い■
　住所や電話番号等を変更された方は事務局までお知
らせください。その際、正確を期すため書面（協力金
振込用紙通信欄、ファックス、ハガキのいずれか）で
ご連絡下さい。

福島県立橘高等学校同窓会
（福島女子高等学校）

事務局　福島県立橘高等学校内
　　　　〒960-8011　福島市宮下町７番41号
　　　　ファックス番号（０２４）５３５－３３９７



同　　　　　窓 2018年（平成30年）３月１日　（ 4）第 68号

記
念
講
演

演
題

　「
二
つ
の
大
き
な
反
省

―
戦
争
と
音
楽
―
」
　
　
　
　
　

講
師

　小こ

　島じ
ま

　美と
み

　子こ

氏

　

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）

　
私
は
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
二

つ
の
大
き
な
反
省
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
〝
戦
争
〞
に
対
し
て
で
す
。

小
学
校
か
ら
教
育
勅
語
を
唱
え
さ
せ

ら
れ
、
女
学
校
時
代
は
担
任
の
先
生

か
ら
開
戦
を
知
ら
さ
れ
る
と
「
面
白

い
！
」
と
発
言
す
る
よ
う
な
筋
金
入

り
軍
国
少
女
で
し
た
。
し
か
し
、
終

戦
後
大
学
で
勉
強
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
そ
れ
ま
で
あ
た
え
ら
れ
て
い

た
情
報
が
い
か
に
間
違
っ
て
い
た
か

痛
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
も
う
二
度

と
騙
さ
れ
な
い
と
決
心
し
ま
し
た
。

若
い
皆
さ
ん
も
マ
ス
コ
ミ
や
政
治
家

の
言
う
こ
と
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
そ

の
奥
に
隠
れ
て
い
る
も
の
を
見
抜
く

力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
㈰
福
島
県
立
橘
高
等
学
校
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
坪
井
有
子
同
窓
会
会
長
（
昭
和
41
年
卒
）
が

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
を
粛
々
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
同
窓
生
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
小

島
美
子
氏（
昭
和
20
年
卒
）に
よ
る「
二
つ
の
大
き
な
反
省
―
戦
争
と
音
楽
―
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
７
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
で

の
山
岳
部
記
念
登
山
、
10
月
20
日
㈮
に
は
福
島
市
音
楽
堂
を
会
場
に
音
楽
部
記
念

演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
略

　歴
〕

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
生
ま
れ
。

昭
和
二
十
年
福
島
高
等
女
学
校
（
本
校
）
卒
。

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
、
東
京
藝
術

大
学
音
楽
学
部
楽
理
科
卒
。

東
京
藝
術
大
学
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
教
授
、
江
戸
東
京
民
俗
博
物
館
研
究
員
を

経
て
、現
在
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
。

日
本
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
、
古
典
芸
術
か

ら
わ
ら
べ
歌
な
ど
の
民
俗
芸
能
に
至
る
ま
で

幅
広
く
研
究
し
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
見
直

し
を
説
く
。

〔
主
な
著
書
〕

「
日
本
の
音
楽
を
考
え
る
」（
音
楽
の
友
社
）

「
歌
を
な
く
し
た
日
本
人
」（
音
楽
の
友
社
）

「
日
本
音
楽
の
古
層
」（
春
秋
社
） 

な
ど

　
二
つ
目
の
反
省
は
〝
音
楽
〞
に
対

し
て
で
す
。
私
が
育
っ
た
家
は
洋
風

文
化
へ
の
志
向
が
強
く
、
伝
統
音
楽

に
は
馴
染
み
の
な
い
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
終
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
占

領
下
で
は
、
す
べ
て
の
伝
統
文
化
を

否
定
す
る
風
潮
が
横
行
し
、
本
当
に

そ
う
な
の
か
見
極
め
る
べ
く
東
京
藝

術
大
学
楽
理
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
広
い
音
楽
観
を

持
っ
た
民
族
音
響
学
の
小
泉
文
夫
氏

と
の
出
会
い
に
触
発
さ
れ
た
り
、
日

本
各
地
で
土
着
の
音
楽
を
調
査
す
る

中
で
自
分
達
の
言
葉
で
生
き
生
き
と

歌
う
姿
に
刺
激
を
受
け
た
り
し
ま
し

た
。
現
在
文
科
省
は
、
漸
く
伝
統
音

楽
の
重
要
性
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
基
本
的
に
は
洋
楽
を
基
盤

に
し
て
い
る
の
は
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
伝
統
音
楽
に
は
、
洋
楽
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
音
程
や
音
色
で
は
飽
き

足
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
可
能
性
を

創立 120周年記念 特集

式　典　風　景

持
っ
て
い
ま
す
。
私
は
邦
楽
で
現
代

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

実
感
し
、
現
代
邦
楽
の
演
奏
家
や
作

曲
家
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
伝
統
音

楽
を
世
界
に
誇
れ
る
も
の
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
反
省
か
ら
、
皆
さ
ん

に
は
風
潮
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
自

分
を
し
っ
か
り
持
っ
て
強
く
生
き
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同　　　　　窓（ 5）2018年（平成30年）３月１日 第 68号

関
連
事
業

実
施
日
　
平
成
29

年
10

月
20

日
㈮

場
　
所
　
福
島
市
音
楽
堂
　
大
ホ
ー
ル

音
楽
部
記
念
演
奏
会

記
念
事
業

一
　
斉
唱
用
校
歌
Ｃ
Ｄ
制
作

二
　
校
歌
レ
リ
ー
フ
製
作

　
混
声
四
部
合
唱
の
校
歌
「
夢
の
光
　

光
の
夢
」（
宗
　
左
近 

作
詞
／
三
善
　

晃 

作
曲
）
の
斉
唱
用
校
歌
Ｃ
Ｄ
を
制

作
し
た
。

協
力
者
　
鈴
木
　
輝
昭
氏
（
作
曲
家
）

　
　
　
　
鈴
木
あ
ず
さ
氏（ピ

ア
ニ
ス
ト
）

　
体
育
館
に
校
歌
レ
リ
ー
フ
（
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
鋳
造
）
を
設
置
し
た
。

　
校
歌
の
レ
リ
ー
フ

制
作
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
、

卒
業
生
と
し
て
大
変

感
慨
深
く
思
い
ま

す
。
歌
詞
に
込
め
ら

れ
た
、
自
由
な
学
び

が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
恒
久
的
平
和
へ

の
願
い
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
橘
高
校
の
末
永
い
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

CDジャケット

レリーフ　石川優里氏（平成10年卒）筆

実
施
日
　
平
成
29

年
７
月
23

日
㈰
〜
７
月
31

日
㈪

場
　
所
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　
　
　
　
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈

山
岳
部
記
念
登
山

男
子
合
唱
部
部
長

　遠

　藤

　亮

　佑

　

　
10
月
20
日
橘
高
校
管
弦
楽
部
・
合
唱
部
・
音
楽
部
卒
業
生

に
よ
る
記
念
演
奏
会
が
、
箏
曲
演
奏
家
、
遠
藤
千
晶
氏
（
平

成
３
年
卒
）
を
お
迎
え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
Ⅰ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、女
声
合
唱
の
名
曲
「
三
つ
の
抒
情
」

（
三
善
晃
作
曲
）
を
卒
業
生
と
と
も
に
総
勢
八
十
名
で
歌
い

あ
げ
ま
し
た
。
福
島
女
子
高
校
時
代
に
は
、
全
国
大
会
で
も

歌
わ
れ
た
名
曲
に
思
わ
ず
涙
ぐ
む
卒
業
生
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
第
Ⅱ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
遠
藤
千
晶
氏
が
格
調
高
い
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
卓
越
し
た
演
奏

技
術
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
旋
律
は
煌
め
く
よ
う
な
音
色
を
持

ち
、
観
客
を
大
い
に
魅
了
し
ま
し
た
。

　
第
Ⅲ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
管
弦
楽
部
の
十
八
番
で
あ
る
ワ
ー

グ
ナ
ー
作
曲
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー

よ
り
第
一
幕
へ
の
前
奏
曲
」
を
卒
業
生
と
と
も
に
総
勢
百
十

名
で
演
奏
し
ま
し
た
。
圧
巻
な
演
奏
に
観
客
席
か
ら
「
ブ
ラ

ボ
ー
」
の
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
と

校
歌
「
夢
の
光
　
光
の
夢
」
斉
唱
版
を
披
露
し
、
本
校
の
歴

史
に
残
る
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
卒
業
生

の
皆
様
と
聴
き
に
お
越
し
下
さ
っ
た
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

山
岳
ス
キ
ー
部
顧
問

　堀

　江

　誠

　克

　

　
橘
高
校
山
岳
ス
キ
ー
部
は
、
７
月
23
日
か
ら
31
日
ま
で
の

９
日
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
で
の
登

山
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
夏
合
宿
で
北
ア
ル
プ
ス
の

困
難
な
縦
走
路
の
踏
破
を
達
成
し
、
そ
れ
を
越
え
る
飛
躍
の

場
を
求
め
て
海
外
遠
征
を
し
た
の
で
す
。
ジ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ア

ト
レ
イ
ル
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
人
気
の
あ
る
風
光
明

媚
な
ト
レ
イ
ル
歩
き
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
は
道
の
無
い
エ
リ

ア
を
越
え
て
、
３
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
サ
ン
ホ
ア
キ

ン
山
頂
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
澄
ん
だ
水
を
湛
え
る
湖
、
氷
河
を
抱
い
た
岩
山
、
豪
快
に

流
れ
落
ち
る
滝
。
ま
さ
に
絶
景
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
蒼
い

空
の
下
、
練
習
で
身
に
付
け
た
体
力
、
技
術
を
フ
ル
活
用
し

な
が
ら
余
裕
を
持
っ
た
登
山
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
遠
征
を
ご
支
援
頂
い
た
同
窓
会
の
皆
様
、
留
守
本
部

を
守
っ
て
く
れ
た
尾
形
先
生
、
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ

り
も
部
員
た
ち
を
送
り
出
し
て
く
れ
た
ご
家
族
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

創立 120周年記念 特集
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同　　　　　窓（ 5）2018年（平成30年）３月１日 第 68号

関
連
事
業

実
施
日
　
平
成
29

年
10

月
20

日
㈮

場
　
所
　
福
島
市
音
楽
堂
　
大
ホ
ー
ル

音
楽
部
記
念
演
奏
会

記
念
事
業

一
　
斉
唱
用
校
歌
Ｃ
Ｄ
制
作

二
　
校
歌
レ
リ
ー
フ
製
作

　
混
声
四
部
合
唱
の
校
歌
「
夢
の
光
　

光
の
夢
」（
宗
　
左
近 

作
詞
／
三
善
　

晃 

作
曲
）
の
斉
唱
用
校
歌
Ｃ
Ｄ
を
制

作
し
た
。

協
力
者
　
鈴
木
　
輝
昭
氏
（
作
曲
家
）

　
　
　
　
鈴
木
あ
ず
さ
氏（ピ

ア
ニ
ス
ト
）

　
体
育
館
に
校
歌
レ
リ
ー
フ
（
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
鋳
造
）
を
設
置
し
た
。

　
校
歌
の
レ
リ
ー
フ

制
作
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
、

卒
業
生
と
し
て
大
変

感
慨
深
く
思
い
ま

す
。
歌
詞
に
込
め
ら

れ
た
、
自
由
な
学
び

が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
恒
久
的
平
和
へ

の
願
い
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
橘
高
校
の
末
永
い
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

CDジャケット

レリーフ　石川優里氏（平成10年卒）筆

実
施
日
　
平
成
29

年
７
月
23

日
㈰
〜
７
月
31

日
㈪

場
　
所
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　
　
　
　
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈

山
岳
部
記
念
登
山

男
子
合
唱
部
部
長

　遠

　藤

　亮

　佑

　

　
10
月
20
日
橘
高
校
管
弦
楽
部
・
合
唱
部
・
音
楽
部
卒
業
生

に
よ
る
記
念
演
奏
会
が
、
箏
曲
演
奏
家
、
遠
藤
千
晶
氏
（
平

成
３
年
卒
）
を
お
迎
え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
Ⅰ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、女
声
合
唱
の
名
曲
「
三
つ
の
抒
情
」

（
三
善
晃
作
曲
）
を
卒
業
生
と
と
も
に
総
勢
八
十
名
で
歌
い

あ
げ
ま
し
た
。
福
島
女
子
高
校
時
代
に
は
、
全
国
大
会
で
も

歌
わ
れ
た
名
曲
に
思
わ
ず
涙
ぐ
む
卒
業
生
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
第
Ⅱ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
遠
藤
千
晶
氏
が
格
調
高
い
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
卓
越
し
た
演
奏

技
術
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
旋
律
は
煌
め
く
よ
う
な
音
色
を
持

ち
、
観
客
を
大
い
に
魅
了
し
ま
し
た
。

　
第
Ⅲ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
管
弦
楽
部
の
十
八
番
で
あ
る
ワ
ー

グ
ナ
ー
作
曲
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー

よ
り
第
一
幕
へ
の
前
奏
曲
」
を
卒
業
生
と
と
も
に
総
勢
百
十

名
で
演
奏
し
ま
し
た
。
圧
巻
な
演
奏
に
観
客
席
か
ら
「
ブ
ラ

ボ
ー
」
の
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
と

校
歌
「
夢
の
光
　
光
の
夢
」
斉
唱
版
を
披
露
し
、
本
校
の
歴

史
に
残
る
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
卒
業
生

の
皆
様
と
聴
き
に
お
越
し
下
さ
っ
た
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

山
岳
ス
キ
ー
部
顧
問

　堀

　江

　誠

　克

　

　
橘
高
校
山
岳
ス
キ
ー
部
は
、
７
月
23
日
か
ら
31
日
ま
で
の

９
日
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
で
の
登

山
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
夏
合
宿
で
北
ア
ル
プ
ス
の

困
難
な
縦
走
路
の
踏
破
を
達
成
し
、
そ
れ
を
越
え
る
飛
躍
の

場
を
求
め
て
海
外
遠
征
を
し
た
の
で
す
。
ジ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ア

ト
レ
イ
ル
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
人
気
の
あ
る
風
光
明

媚
な
ト
レ
イ
ル
歩
き
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
は
道
の
無
い
エ
リ

ア
を
越
え
て
、
３
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
サ
ン
ホ
ア
キ

ン
山
頂
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
澄
ん
だ
水
を
湛
え
る
湖
、
氷
河
を
抱
い
た
岩
山
、
豪
快
に

流
れ
落
ち
る
滝
。
ま
さ
に
絶
景
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
蒼
い

空
の
下
、
練
習
で
身
に
付
け
た
体
力
、
技
術
を
フ
ル
活
用
し

な
が
ら
余
裕
を
持
っ
た
登
山
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
遠
征
を
ご
支
援
頂
い
た
同
窓
会
の
皆
様
、
留
守
本
部

を
守
っ
て
く
れ
た
尾
形
先
生
、
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ

り
も
部
員
た
ち
を
送
り
出
し
て
く
れ
た
ご
家
族
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

創立 120周年記念 特集
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同　　　　　窓 2018年（平成30年）３月１日　（ 6）第 68号

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

◆

全
国
大
会
出
場
◆

囲

　碁

　部

▽
第
41
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　
女
子
団
体
戦
　
國
分
　
黎
　
青
柳
南
美

　
　
　
　
　
　
　
小
貫
和
音
　
藤
田
幸
子

　
女
子
個
人
戦
　
　
　
　
　
　
國
分
　
黎

▽
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁

部
門

　
県
対
抗
団
体
戦 

國
分
　
黎

陸

　上

　部

▽
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
・
秩
父
宮
賜
杯
第
70
回
全
国

高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
　
女
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
山
下
桐
子

卓

　球

　部

▽
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
卓
球
競
技
大
会
・
第
86
回
全
国
高
等
学

校
卓
球
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

小
池
こ
の
み

弓

　道

　部

▽
第
36
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　
女
子
個
人 

渡
邉
和
花

な
つ
か
し
の
あ
の
顔
こ
の
顔

（囲　碁　部） （弓　道　部） （陸　上　部）

（卓　球　部）

　於：ホテル福島グリーンパレス

昭和20年卒　福女20年会　於：福島県立橘高校昭和26年卒　からたち木曜会　於：ホテル辰巳屋

同　　　　　窓（ 7）2018年（平成30年）３月１日 第 68号

　
平
成
二
十
九
年
度
の
大
学
入
試
は
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
五
教
科
総
合
の
全
国
平
均

点
が
上
昇
と
と
も
に
、
特
に
高
得
点
者
が

例
年
よ
り
増
加
し
た
の
が
特
徴
で
、
二
次

試
験
で
の
記
述
力
が
合
否
を
左
右
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
本
校
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は
、
昨
年

よ
り
十
九
名
増
加
し
て
、
の
べ
一
四
五
名

と
な
っ
た
。
大
学
ご
と
で
は
、
福
島
大
、

山
形
大
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
区
の
大

学
に
加
え
、
関
東
地
区
の
大
学
に
も
多
数

の
合
格
者
を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
県
立
医

大
医
学
部
一
名
、
東
北
大
六
名
、
北
海
道

大
一
名
、
筑
波
大
一
名
、
九
州
大
一
名
な

ど
、「
難
関
大
」
に
も
例
年
以
上
に
合
格

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
要
因
と

し
て
は
、
生
徒
が
最
後
ま
で
本
校
の
指
導

の
流
れ
に
乗
っ
て
勉
強
を
続
け
た
こ
と

で
、
合
格
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
た
こ

と
や
、
分
析
デ
ー
タ
を
基
に
担
任
等
と
よ

く
話
し
合
い
、
堅
実
で
適
切
な
「
二
次
出

願
」
が
で
き
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
三
月
の
後
期
日
程
試
験
ま
で
、
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
勉
強
を
継
続
し
た
者

が
多
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。そ
の
結
果
、

中
・
後
期
日
程
の
合
格
者
は
二
十
四
名
に

も
上
り
、
か
な
り
健
闘
し
た
。
こ
の
戦
う

姿
勢
を
、
後
輩
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
継
承
し

て
ほ
し
い
。

平成29年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北見工大 1

北海道大 1

岩手大 2

東北大 6

　文 3

　経 1

　工 2

宮城教育大 2

秋田大 2

山形大 15 2

福島大 43 4

　人間発達文化 12 1

　行政政策 11

　経済経営 8

　共生システム 11 3

　夜間主 1

茨城大 6 1

筑波大 1 1

宇都宮大 5 1

埼玉大 7 1

千葉大 6 1

東京海洋大 1

電気通信大 1

上越教育大 1

新潟大 5 1

金沢大 1

富山大 1

静岡大 2

奈良女子大 1

広島大 1

九州大 1

合　　　計 111 13

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

岩手県立大 2

宮城大 2

会津大 2

福島県立医大 6

　医 1

　看護 5

前橋工科大 1

高崎経大 8

埼玉県立大 2

首都大東京 1

神奈川保健医療大 1

新潟県立大 5

長岡造形大 1

山梨県立大 2

兵庫県立大 1

合　　　計 34 0

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

北海道情報大 1

仙台大 1

東北学院大 62 2

東北工大 3

東北福祉大 31 3

東北医薬大 5 1

宮城学院女子大 15

仙台白百合女大 2

東北文化学園大 2

尚絅学院大 5

いわき明星大 3

奥羽大 1 1

日本大（工） 8

つくば国際大 2

常磐大 1

流通経済大 1

国際医療福祉大 7

自治医大 2

獨協医大 1

白鷗大 12

共愛学園前橋国際大 1

高崎健康福祉大 1 1

東京福祉大 2

跡見学園女子大 1

城西大 5

駿河台大 1

東京国際大 1

東都医療大 1

獨協大 7

日本医療科学大 1

日本薬科大 1

文教大 3

神田外語大 1

城西国際大 1

千葉科学大 1

千葉工大 5

東京情報大 1

青山学院大 3

大妻女子大 2

学習院女子大 1

北里大 3 1

杏林大 1

工学院大 3

國學院大 1

駒澤大 3 2

実践女子大 1

芝浦工業大 4 1

上智大 1

昭和大 1

成蹊大 1

成城大 2 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

専修大 13

大東文化大 1 1

拓殖大 1 1

中央大 11 5

帝京大 5

東海大 5 1

東京家政大 8

東京工科大 1

東京女子大 2

東京電機大 2

東京農大 1

東京薬大 1

東京理大 5

東邦大 1

東洋大 13 2

日本大（除工） 9 5

日本女子大 1

日本女子体育大 2

日本体育大 2

法政大 5

東京都市大 2

武蔵野音大 1

武蔵野大 2

明治大 6 1

明治学院大 4

明治薬大 1

立正大 2

早稲田大 4

麻布大 1

神奈川大 5 2

神奈川工科大 5

鎌倉女子大 1

関東学院大 4

横浜薬科大 1

新潟医療福祉大 1

志學館大 1

大谷大 1

京都造形芸術大 1

京都女子大 1

同志社大 3

立命館大 1

甲南大 2

創価大 1

埼玉工業大 1

フェリス女学院 1

合　　　計 365 34

大　　学　　校
大 学 校 名 現役 過年度卒

水産大学校 1

合　　　計 0 1

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女短 1

会津大短大部 3

郡山女大短大部 3

桜の聖母短 7

東北生活文化短大 1

昭和音大短大 1

合　　　計 16 0

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

福島県立総合衛生 5

大原看護専門学校 5 1

埼玉県立看護 1

ポラリス保健看 1

東京ベルエポック 1

大原法律公務員 1

国際ビューティーカレッジ 1

ヒューマンアカデミー 1

神田外語学院 1

仙台リハビリテーション 1

仙台医療付属看護 1

日本外国語専門 1

合　　　計 20 1

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

福島県職員 1

合　　　計 1 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 145 13

私立大学 365 34

大学校 0 1

短期大学 16 0

専門学校等 20 1

就職等 1 0

※ 表中の数字は、「合格者数」である。
※ 表中の「過年度卒」欄の合格者数については、報告のあった人数を示している。
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平
成
二
十
九
年
度
の
大
学
入
試
は
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
五
教
科
総
合
の
全
国
平
均

点
が
上
昇
と
と
も
に
、
特
に
高
得
点
者
が

例
年
よ
り
増
加
し
た
の
が
特
徴
で
、
二
次

試
験
で
の
記
述
力
が
合
否
を
左
右
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
本
校
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は
、
昨
年

よ
り
十
九
名
増
加
し
て
、
の
べ
一
四
五
名

と
な
っ
た
。
大
学
ご
と
で
は
、
福
島
大
、

山
形
大
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地
区
の
大

学
に
加
え
、
関
東
地
区
の
大
学
に
も
多
数

の
合
格
者
を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
県
立
医

大
医
学
部
一
名
、
東
北
大
六
名
、
北
海
道

大
一
名
、
筑
波
大
一
名
、
九
州
大
一
名
な

ど
、「
難
関
大
」
に
も
例
年
以
上
に
合
格

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
要
因
と

し
て
は
、
生
徒
が
最
後
ま
で
本
校
の
指
導

の
流
れ
に
乗
っ
て
勉
強
を
続
け
た
こ
と

で
、
合
格
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
た
こ

と
や
、
分
析
デ
ー
タ
を
基
に
担
任
等
と
よ

く
話
し
合
い
、
堅
実
で
適
切
な
「
二
次
出

願
」
が
で
き
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
三
月
の
後
期
日
程
試
験
ま
で
、
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
勉
強
を
継
続
し
た
者

が
多
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。そ
の
結
果
、

中
・
後
期
日
程
の
合
格
者
は
二
十
四
名
に

も
上
り
、
か
な
り
健
闘
し
た
。
こ
の
戦
う

姿
勢
を
、
後
輩
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
継
承
し

て
ほ
し
い
。

平成29年度 入試合格状況 （４月１日現在）
国　立　大　学

大　学　名 現役 過年度卒
北見工大 1

北海道大 1

岩手大 2

東北大 6

　文 3

　経 1

　工 2

宮城教育大 2

秋田大 2

山形大 15 2

福島大 43 4

　人間発達文化 12 1

　行政政策 11

　経済経営 8

　共生システム 11 3

　夜間主 1

茨城大 6 1

筑波大 1 1

宇都宮大 5 1

埼玉大 7 1

千葉大 6 1

東京海洋大 1

電気通信大 1

上越教育大 1

新潟大 5 1

金沢大 1

富山大 1

静岡大 2

奈良女子大 1

広島大 1

九州大 1

合　　　計 111 13

公　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

岩手県立大 2

宮城大 2

会津大 2

福島県立医大 6

　医 1

　看護 5

前橋工科大 1

高崎経大 8

埼玉県立大 2

首都大東京 1

神奈川保健医療大 1

新潟県立大 5

長岡造形大 1

山梨県立大 2

兵庫県立大 1

合　　　計 34 0

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

北海道情報大 1

仙台大 1

東北学院大 62 2

東北工大 3

東北福祉大 31 3

東北医薬大 5 1

宮城学院女子大 15

仙台白百合女大 2

東北文化学園大 2

尚絅学院大 5

いわき明星大 3

奥羽大 1 1

日本大（工） 8

つくば国際大 2

常磐大 1

流通経済大 1

国際医療福祉大 7

自治医大 2

獨協医大 1

白鷗大 12

共愛学園前橋国際大 1

高崎健康福祉大 1 1

東京福祉大 2

跡見学園女子大 1

城西大 5

駿河台大 1

東京国際大 1

東都医療大 1

獨協大 7

日本医療科学大 1

日本薬科大 1

文教大 3

神田外語大 1

城西国際大 1

千葉科学大 1

千葉工大 5

東京情報大 1

青山学院大 3

大妻女子大 2

学習院女子大 1

北里大 3 1

杏林大 1

工学院大 3

國學院大 1

駒澤大 3 2

実践女子大 1

芝浦工業大 4 1

上智大 1

昭和大 1

成蹊大 1

成城大 2 1

私　立　大　学
大　学　名 現役 過年度卒

専修大 13

大東文化大 1 1

拓殖大 1 1

中央大 11 5

帝京大 5

東海大 5 1

東京家政大 8

東京工科大 1

東京女子大 2

東京電機大 2

東京農大 1

東京薬大 1

東京理大 5

東邦大 1

東洋大 13 2

日本大（除工） 9 5

日本女子大 1

日本女子体育大 2

日本体育大 2

法政大 5

東京都市大 2

武蔵野音大 1

武蔵野大 2

明治大 6 1

明治学院大 4

明治薬大 1

立正大 2

早稲田大 4

麻布大 1

神奈川大 5 2

神奈川工科大 5

鎌倉女子大 1

関東学院大 4

横浜薬科大 1

新潟医療福祉大 1

志學館大 1

大谷大 1

京都造形芸術大 1

京都女子大 1

同志社大 3

立命館大 1

甲南大 2

創価大 1

埼玉工業大 1

フェリス女学院 1

合　　　計 365 34

大　　学　　校
大 学 校 名 現役 過年度卒

水産大学校 1

合　　　計 0 1

短　期　大　学
短　大　名 現役 過年度卒

山形県米沢女短 1

会津大短大部 3

郡山女大短大部 3

桜の聖母短 7

東北生活文化短大 1

昭和音大短大 1

合　　　計 16 0

専 門 学 校 等
学　校　名 現役 過年度卒

福島県立総合衛生 5

大原看護専門学校 5 1

埼玉県立看護 1

ポラリス保健看 1

東京ベルエポック 1

大原法律公務員 1

国際ビューティーカレッジ 1

ヒューマンアカデミー 1

神田外語学院 1

仙台リハビリテーション 1

仙台医療付属看護 1

日本外国語専門 1

合　　　計 20 1

就　　　　　職
就　職　先 現役 過年度卒

福島県職員 1

合　　　計 1 0

種　　　別 現役 過年度卒
国公立大学 145 13

私立大学 365 34

大学校 0 1

短期大学 16 0

専門学校等 20 1

就職等 1 0

※ 表中の数字は、「合格者数」である。
※ 表中の「過年度卒」欄の合格者数については、報告のあった人数を示している。
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なつかしき恩師
　
平
成
28
年
３
月
定
年
を
迎
え
日
も
浅
い
私
が
、
橘
高

校
同
窓
会
報
に
寄
稿
す
る
こ
と
に
多
少
の
戸
惑
い
を
覚

え
つ
つ
、
今
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
何
故
「
戸

惑
い
」
な
の
か
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
の
中
で
橘
高
校

を
傍
か
ら
み
る
自
分
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
思
え
ば
平
成
18

年
よ
り
10

年
間
、

常
に
橘
の
生
徒
た
ち
と
繋
が
っ
て
き
た
日
々
で
し
た
。
担

任
で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
同
じ
よ
う
に
考
え
る
で
し
ょ
う

が
、ど
の
学
年
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
橘
四
期
生
（
平
成
20
年
度
卒
）
は
文
科
省
よ
り
英
語

教
育
を
重
点
的
に
行
う
高
等
学
校
（
セ
ル
ハ
イ
）
と
し

て
指
定
を
受
け
、
英
語
に
特
化
し
た
授
業
研
究
や
研
究

発
表
の
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
教
員

を
前
に
堂
々
と
英
語
で
発
表
す
る
生
徒
の
表
情
は
自

信
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
デ
レ
ー
ド
市
へ
の
研
修
旅
行
で

も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
現
地
の
高
校
で
一
緒
に
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
三
年
後
に
は
同
高
校
の
日
本
語
選
択
の
生

徒
た
ち
が
橘
を
訪
問
、
ま
た
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
り

と
、
い
わ
ゆ
る
草
の
根
の
国
際
交
流
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
生
徒
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
橘
七
期
生（
平
成
23
年
度
卒
）に
つ
い
て
は
何
と
い
っ

て
も
あ
の
大
震
災
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
進
路
目
標
に
向
か
い
ま
さ
に
邁
進
せ
ん
と
す

る
三
年
に
な
る
矢
先
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
生
徒
た

ち
、
さ
ぞ
や
不
安
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
が
幸
い

な
こ
と
に
、
被
害
が
少
な
か
っ
た
橘
高
校
は
制
約
を
受

け
な
が
ら
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
新
学
期
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。浜
通
り
か
ら
の
転
入
生
も
加
わ
り
、

漠
然
と
し
て
い
た
彼
ら
の
進
路
目
標
が

「
東
北
の
復
興
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
教
育
、行
政
、経
済
、医
療
な
ど
様
々

な
分
野
で
よ
り
志
操
堅
固
な
も
の
と
化

学
変
化
を
お
こ
す
の
を
目
の
当
た
り
に

し
た
こ
と
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
教
師
冥
利

に
つ
き
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
福
島
県
内
外
で
、
ま
た
海
外
で

も
活
躍
し
て
い
る
橘
生
こ
そ
が
私
の
誇
り

で
あ
り
希
望
だ
と
胸
を
は
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
退
職
後
は
地
元
の
高
校
で
再
び
英
語
を
教
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
私
が
最
初
に
着
任
し
た
学
校
で
も
あ
り
何

か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
初
心
に

帰
る
」
を
身
を
以
て
実
践
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
学

校
は
違
っ
て
も
真
摯
に
学
ぶ
生
徒
か
ら
私
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
感
は
い
な
め
ま
せ
ん
。
今
ま
で

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
る
―
そ
の
喜
び
を
生
徒
た
ち
と
共
有
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
教
壇
に
立
つ
毎
日
で
す
。

　卒
業
生
の
思
い
出

髙
　
木
　
ゆ
　
み
　

平
成
18

年
４
月
〜
平
成
28

年
３
月

卒
業
生
の
活
躍

　音
訳
奉
仕
に
携
わ
っ
て

清
水（
宮
下
）玲
子
（
昭
和
29

年
卒
）

　
点
字
図
書
館
の

「
朗
読
奉
仕
者
養

成
講
座
」
の
開
講

を
当
時
ラ
ジ
オ
で

知
り
受
講
し
た
の

は
昭
和
55
年
で
し
た
。

　
細
々
な
が
ら
も
活
動
を
続
け
て
37
年

　自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で

　
　
　
　
　音
楽
を
続
け
る

米
田（
島
田
）佳
奈
（
平
成
15

年
卒
）

（
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

　
私
は
作
曲
家
兼

ピ
ア
ニ
ス
ト
で

す
。
し
か
し
、
活

動
再
開
に
至
る
ま

で
は
７
年
以
上
の

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
育
児
に
勤
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全
く
ピ

ア
ノ
を
触
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
音
楽
大
学
に
は
優
秀
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

が
沢
山
い
ま
し
た
。
大
学
内
だ
け
で
な

く
、
音
楽
家
は
世
の
中
に
溢
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も

そ
う
で
す
。「
別
に
自
分
で
な
く
て
も

良
い
の
で
は
…
」
と
い
う
気
持
ち
と
、

「
安
定
し
た
職
に
就
き
た
い
」
と
い
う

米
田
佳
奈
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

活
動
名
＝
奏
音
（
か
な
で
）

作
曲
家
・
編
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

東
京
音
楽
大
学
卒
業
。

コ
ン
サ
ー
ト
、
楽
曲
提
供
、
ラ
ジ
オ
出
演
等
精

力
的
に
活
動
中
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ「
奏
音（
か
な
で
）の
カ
ケ
ラ
」

発
売
中
。

清
水
玲
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
20
年
度
〜
平
成
27
年
度

　橘
高
校
同
窓
会
会
長
を
務
め
る
。

平
成
29
年
９
月
22
日

第
47
回
朗
読
録
音
奉
仕
者
感
謝
の
集
い

　東
北
地
区
表
彰
感
謝
状
受
賞

余
り
。
振
り
か
え
れ
ば
こ
の
間
に
、「
朗

読
」
は
「
音
訳
」
へ
と
よ
り
端
的
な
表

現
と
な
り
、
録
音
も
カ
セ
ッ
ト
か
ら

テ
ー
プ
磨
耗
の
心
配
の
い
ら
な
い
デ
イ

ジ
ー
へ
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
図
書
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
音
訳
は
「
視
覚
障
害
者
の
目
の
代
わ

り
」
と
し
て
の
音
声
化
で
す
か
ら
、
た

だ
読
め
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
聞
き
手
が
自
分
の
感
性
で
内
容
を

受
け
と
め
ら
れ
る
音
声
化
が
必
要
と
さ

れ
、
更
に
原
本
に
忠
実
に
全
て
の
視
覚

情
報
の
音
声
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
活
動
に
あ
た
っ
て
、
原
本
一
冊
ご
と

に
処
理
の
仕
方
・
方
法
等
で
苦
慮
す
る

こ
と
は
勿
論
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者

に
思
い
を
至
し
な
が
ら
仕
上
げ
た
時
の

充
足
感
は
次
へ
の
励
み
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
共
に
歩
み
を
進
め
る
仲
間
の

存
在
も
大
き
な
力
で
し
た
。わ
け
て
も
、

毎
年
も
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
た
、東
北
・

新
潟
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
集

う
多
く
の
仲
間
達
。
研
修
に
臨
む
そ
の

仲
間
達
の
熱
気
は
、
私
に
活
動
の
継
続

を
強
く
う
な
が
す
も
の
で
し
た
。

　
今
回
受
賞
時
に
私
は
ふ
と
母
校
恩
師

秦
艶
先
生
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
私

が
奉
仕
員
と
な
っ
た
丁
度
そ
の
年
に
、

先
生
は
、
ご
退
職
後
か
ら
続
け
て
こ
ら

れ
た
「
朗
読
奉
仕
」
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。「
何
の
お
役
に
も
立
た
な

い
年
老
い
た
身
に
、
朗
読
は
も
は
や
生

き
甲
斐
の
一
つ
、
そ
の
生
き
甲
斐
に
感

謝
状
と
は
有
難
く
、
も
っ
た
い
な
い
。」

　
今
、
私
は
、
僭
越
な
が
ら
同
様
の
気

持
ち
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

気
持
ち
が
勝
り
、
そ
の
時
点
で
一
切
の

音
楽
活
動
を
辞
め
ま
し
た
。
そ
し
て
脇

目
も
振
ら
ず
１
年
間
勉
強
し
、
公
務
員

に
な
り
ま
し
た
。

　
７
年
以
上
ピ
ア
ノ
を
弾
か
な
か
っ
た

私
が
何
故
音
楽
活
動
を
再
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。そ
れ
は
、「
勿
体
無
い
」

と
活
動
を
勧
め
て
く
れ
る
先
輩
が
い
た

か
ら
。
そ
し
て
、「
１
番
で
な
く
て
も

価
値
が
あ
る
」
と
思
え
た
か
ら
で
す
。

重
い
腰
を
上
げ
た
あ
と
、
素
敵
な
音
楽

仲
間
に
出
逢
い
、
小
学
生
の
頃
か
ら
東

京
芸
術
大
学
の
先
生
に
教
え
て
頂
い
て

い
た
作
曲
を
生
か
せ
る
仕
事
も
舞
い
込

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
支
援
コ

ン
サ
ー
ト
に
「
福
島
三
人
娘
」
と
し
て

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
福
島
民

友
新
聞
社
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
詩
人
・
和

合
亮
一
氏
の
朗
読
会
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
演
奏
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
場
所
が
あ
り
ま

し
た
。

　
私
は
２
児
の
母
で
も
あ
り
ま
す
。
毎

日
の
お
弁
当
作
り
、
保
護
者
会
や
行
事

の
係
。
家
で
は
質
問
や
「
見
て
！
」
の

連
続
。
お
風
呂
に
入
れ
た
り
歯
磨
き
を

し
て
あ
げ
た
り
、
洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
…

へ
と
へ
と
に
な
っ
た
頃
よ
う
や
く
自
分

の
時
間
で
す
。
そ
ん
な
バ
タ
バ
タ
し
た

生
活
の
私
で
も
、
作
曲
な
ら
書
き
留
め

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
聴

い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
胸
を
打
つ
よ
う

な
作
品
が
書
け
る
よ
う
、
少
し
ず
つ
で

も
勉
強
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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福島グリーンパレス
（福島市太田町13－53）
TEL.024-533-1171

当番学年

卒年に８のつく学年
内　容

総　　　会
懇　親　会

会　費

5,000円

平成30年度（2018年）
総会のお知らせ

須
賀
川
支
部

　
蘇
っ
た
青
春
時
代

須
田（
遊
佐
）良
子（
昭
和
33

年
卒
）

　
私
達
須
賀
川
支
部
は
、
今
年
支
部
結

成
三
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
数
年
の
休
会
期
間
が
あ
り
ま
し
た

が
、
四
年
前
再
開
し
、
会
員
数
七
十
三

（
男
一
含
）
名
で
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　
10
月
29
日
㈰
市
内
ホ
テ
ル
虎
屋
に
て

今
年
度
の
支
部
総
会
・
懇
親
会
は
、
出

席
者
十
五
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
歌
手
・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
藤
居

ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
研
修

は
大
好
評
で
し
た
。
先
生
の
弾
き
歌
い

を
鑑
賞
し
、
体
全
体
を
使
っ
た
発
声
方

法
等
々
の
指
導
を
受
け
、
音
域
の
広
が

り
と
の
び
や

か
な
声
を
実

感
し
歌
う
楽

し
さ
を
堪
能

し
た
密
度
濃

い
内
容
で
し

た
。
会
終
了

前
に
歌
っ
た

全
員
で
の
校

歌
は
現
役
高

校
生
に
引
け

を
取
ら
な
い

見
事
な
歌
声

で
し
た
。

愛
知
支
部

　『
愛
知
た
ち
ば
な
会
』
誕
生

渡
邊（
佐
藤
）淳
子（
昭
和
47

年
卒
）

　
平
成
29
年
10
月
28
日
、
刈
谷
市
Ｄ
ス

ク
エ
ア
楽
坐
に
て『
愛
知
た
ち
ば
な
会
』

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
出
席

者
は
７
名
と
少
数
で
し
た
が
、
初
顔
合

わ
せ
と
は
思
え
ぬ
程
会
話
が
弾
み
、
笑

い
あ
り
感
動
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
部
活
の
思
い
出
や
、
趣
味
の
域
を
越

え
た
も●

の●

づ●

く●

り●

の
紹
介
な
ど
今
昔
話

に
花
が
咲
き
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
こ
こ
愛
知
に
お
け
る
同
窓
生
の
絆
が

深
め
ら
れ
た
有
意
義
な
懇
親
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
御

協
力
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
案
内
状
を
お
届
け
で
き
な
か

っ
た
県
内
の
同
窓
生
の
皆
様
、
住
所
変

更
さ
れ
た
皆
様
、
橘
高
校
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
母
校
同
窓
会
が
今
後
益
々

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
寄
稿
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

郡
山
支
部
福
桜
会

　
豊
か
な
時
間
を
満
喫
！
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子（
昭
和
33

年
卒
）

　
平
成
29
年
６
月
10
日
、
郡
山
支
部
福

桜
会
の
総
会
と
講
演
会
、
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　「
一
本
の
水
路
」
が
日
本
遺
産
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
安
積
疎
水
の
歴
史
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
郷
土
史
家
、
遠
藤

敎
之
先
生
の
講
演
会
が
実
現
し
ま
し

た
。
疎
水
が
計
画
さ
れ
る
以
前
か
ら
郷

土
に
は
疎
水
を
考
え
た
り
、
私
財
を
投

じ
て
疎
水
実
現
の
た
め
に
奔
走
し
た
先

人
が
い
た
こ
と
等
、
貴
重
な
資
料
か
ら

そ
の
真
実
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
全
員
で
校
歌
、
応
援
歌
、
マ
イ

ロ
ー
ド
を
熱
唱
、
心
は
青
春
時
代
に
も

ど
っ
た
ま
ま
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
一
覧

支
部
名

支

　部

　長

卒
年

東

京

山
口
（
渡
邉
）
洋
子

昭
44

（
事
務
局
）

飯
沼
（
斎
藤
）
了
子

昭
46

愛

知

安
藤
（
宇
津
木
）
幸
恵

昭
35

（
事
務
局
）

渡
邊
（
佐
藤
）
淳
子

昭
47

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

高
橋
（
鈴
木
）
信
子

昭
40

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

大
松
（
桜
田
）
良
子

昭
28

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本

宮

遠
藤
（
加
藤
）
迪
子

昭
29

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

渡
部
（
佐
々
木
）
美
香

昭
51

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

香
野
（
半
野
）
さ
か
え

昭
45

（
事
務
局
）

國
分
（
木
村
）
恵
美

昭
59

月
日

Ｍ

　Ｅ

　Ｍ

　Ｏ

平
成
29
年

１
７

平
成
27
年
卒

　橘
10
期
生
同
期
会

ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島
に
て
開
催

116
名
出
席

３
９

昭
和
26
年
卒

第
17
回
か
ら
た
ち
木
曜
会

ホ
テ
ル
辰
巳
屋
に
て
開
催

16
名
出
席

３
29

平
成
３
年
卒

　遠
藤
千
晶
様

第
38
回
松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
受
賞

４
18～17

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ

　松
桜
会
例
会

飯
坂
温
泉
あ
づ
ま
荘
に
て
開
催

12
名
出
席

７～５
５～22

昭
和
35
年
卒
有
志

珊
瑚
ぽ
ら
ん
作
品
展

　と
う
ほ
う
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー

ル
ネ
サ
ン
ス
広
場
に
て
開
催

５
24

昭
和
31
年
卒

　傘
寿
を
祝
う
集
い

　ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

89
名
出
席

６
10

郡
山
支
部
「
福
桜
会
の
つ
ど
い
」

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

ア
ン
ジ
ェ
ロ
開
成
店
に
て
開
催

27
名
出
席

６
22～21

昭
和
34
年
卒

第
11
回
花
た
ち
ば
な
34
会

　喜
寿
を
祝
う
会

　飯
坂
温
泉
ホ
テ
ル
聚
楽
に
て
開
催

73
名
出
席

７
19

平
成
３
年
卒

　遠
藤
千
晶
様

「
遠
藤
千
晶

　箏
リ
サ
イ
タ
ル

―
ザ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
―
」
開
催

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
同
時
発
表

月
日

Ｍ

　Ｅ

　Ｍ

　Ｏ

９
24

福
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

橘
ク
ラ
ブ
総
会

ロ
ー
ゼ
ン
ケ
ラ
ー
に
て
開
催

10

１

創
立
120
周
年

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

母
校
体
育
館
に
て
開
催

10

５

平
成
10
年
卒

　二
瓶
野
枝
様

「
重
陽
の
芸
術
祭
２
０
１
７
」
に
参
加

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露

10

11

福
島
市
役
所
支
部
総
会

　ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

10

28

愛
知
支
部

第
一
回
愛
知
た
ち
ば
な
会

　刈
谷
市
Ｄ
ス
ク
エ
ア
楽
坐
に
て
開
催

７
名
出
席

10

29

須
賀
川
支
部
総
会
・
懇
親
会

ホ
テ
ル
虎
屋
に
て
開
催

15
名
出
席

11

15

福
島
市
役
所
支
部
研
修
会

「
ア
フ
リ
カ
・
マ
コ
ン
デ
族
の
音

楽
と
文
化
交
流
」

　古
関
裕
而
記
念
館
に
て
開
催

11

16～15

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ

　松
桜
会
例
会

飯
坂
温
泉
あ
づ
ま
荘
に
て
開
催

10
名
出
席

平
成
30
年

１
２

平
成
18
年
卒

　橘
１
期
生
同
期
会

ロ
ー
レ
ン
リ
ー
フ
に
て
開
催

43
名
出
席

同窓

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

郡山支部福桜会

愛 知 支 部

須賀川支部
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当番学年

卒年に８のつく学年
内　容

総　　　会
懇　親　会

会　費

5,000円

平成30年度（2018年）
総会のお知らせ

須
賀
川
支
部

　
蘇
っ
た
青
春
時
代

須
田（
遊
佐
）良
子（
昭
和
33

年
卒
）

　
私
達
須
賀
川
支
部
は
、
今
年
支
部
結

成
三
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
数
年
の
休
会
期
間
が
あ
り
ま
し
た

が
、
四
年
前
再
開
し
、
会
員
数
七
十
三

（
男
一
含
）
名
で
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　
10
月
29
日
㈰
市
内
ホ
テ
ル
虎
屋
に
て

今
年
度
の
支
部
総
会
・
懇
親
会
は
、
出

席
者
十
五
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
歌
手
・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
藤
居

ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
研
修

は
大
好
評
で
し
た
。
先
生
の
弾
き
歌
い

を
鑑
賞
し
、
体
全
体
を
使
っ
た
発
声
方

法
等
々
の
指
導
を
受
け
、
音
域
の
広
が

り
と
の
び
や

か
な
声
を
実

感
し
歌
う
楽

し
さ
を
堪
能

し
た
密
度
濃

い
内
容
で
し

た
。
会
終
了

前
に
歌
っ
た

全
員
で
の
校

歌
は
現
役
高

校
生
に
引
け

を
取
ら
な
い

見
事
な
歌
声

で
し
た
。

愛
知
支
部

　『
愛
知
た
ち
ば
な
会
』
誕
生

渡
邊（
佐
藤
）淳
子（
昭
和
47

年
卒
）

　
平
成
29
年
10
月
28
日
、
刈
谷
市
Ｄ
ス

ク
エ
ア
楽
坐
に
て『
愛
知
た
ち
ば
な
会
』

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
出
席

者
は
７
名
と
少
数
で
し
た
が
、
初
顔
合

わ
せ
と
は
思
え
ぬ
程
会
話
が
弾
み
、
笑

い
あ
り
感
動
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
部
活
の
思
い
出
や
、
趣
味
の
域
を
越

え
た
も●

の●

づ●

く●

り●

の
紹
介
な
ど
今
昔
話

に
花
が
咲
き
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
こ
こ
愛
知
に
お
け
る
同
窓
生
の
絆
が

深
め
ら
れ
た
有
意
義
な
懇
親
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
御

協
力
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
案
内
状
を
お
届
け
で
き
な
か

っ
た
県
内
の
同
窓
生
の
皆
様
、
住
所
変

更
さ
れ
た
皆
様
、
橘
高
校
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
母
校
同
窓
会
が
今
後
益
々

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
寄
稿
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

郡
山
支
部
福
桜
会

　
豊
か
な
時
間
を
満
喫
！
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子（
昭
和
33

年
卒
）

　
平
成
29
年
６
月
10
日
、
郡
山
支
部
福

桜
会
の
総
会
と
講
演
会
、
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　「
一
本
の
水
路
」
が
日
本
遺
産
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
安
積
疎
水
の
歴
史
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
郷
土
史
家
、
遠
藤

敎
之
先
生
の
講
演
会
が
実
現
し
ま
し

た
。
疎
水
が
計
画
さ
れ
る
以
前
か
ら
郷

土
に
は
疎
水
を
考
え
た
り
、
私
財
を
投

じ
て
疎
水
実
現
の
た
め
に
奔
走
し
た
先

人
が
い
た
こ
と
等
、
貴
重
な
資
料
か
ら

そ
の
真
実
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
全
員
で
校
歌
、
応
援
歌
、
マ
イ

ロ
ー
ド
を
熱
唱
、
心
は
青
春
時
代
に
も

ど
っ
た
ま
ま
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
一
覧

支
部
名

支

　部

　長

卒
年

東

京

山
口
（
渡
邉
）
洋
子

昭
44

（
事
務
局
）

飯
沼
（
斎
藤
）
了
子

昭
46

愛

知

安
藤
（
宇
津
木
）
幸
恵

昭
35

（
事
務
局
）

渡
邊
（
佐
藤
）
淳
子

昭
47

郡
山
福
桜
会

佐
藤
（
山
崎
）
久
子

昭
33

会

津

高
橋
（
鈴
木
）
信
子

昭
40

（
事
務
局
）

佐
藤
（
二
階
堂
）
浩
子

昭
37

須

賀

川

須
田
（
遊
佐
）
良
子

昭
33

二
本
松
福
松
会

大
松
（
桜
田
）
良
子

昭
28

（
事
務
局
）

渡
辺
（
渡
辺
）
道
子

昭
36

本

宮

遠
藤
（
加
藤
）
迪
子

昭
29

保

原

舟
山
（
栗
原
）
由
美

昭
40

川

俣

斎
藤
（
佐
藤
）
幸
子

昭
18

飯

坂

佐
々
木
（
佐
藤
）
米
子

昭
30

福
島
県
庁

た
ち
ば
な
会

渡
部
（
佐
々
木
）
美
香

昭
51

福
島
市
役
所

た
ち
ば
な
会

香
野
（
半
野
）
さ
か
え

昭
45

（
事
務
局
）

國
分
（
木
村
）
恵
美

昭
59

月
日

Ｍ

　Ｅ

　Ｍ

　Ｏ

平
成
29
年

１
７

平
成
27
年
卒

　橘
10
期
生
同
期
会

ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島
に
て
開
催

116
名
出
席

３
９

昭
和
26
年
卒

第
17
回
か
ら
た
ち
木
曜
会

ホ
テ
ル
辰
巳
屋
に
て
開
催

16
名
出
席

３
29

平
成
３
年
卒

　遠
藤
千
晶
様

第
38
回
松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
受
賞

４
18～17

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ

　松
桜
会
例
会

飯
坂
温
泉
あ
づ
ま
荘
に
て
開
催

12
名
出
席

７～５
５～22

昭
和
35
年
卒
有
志

珊
瑚
ぽ
ら
ん
作
品
展

　と
う
ほ
う
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー

ル
ネ
サ
ン
ス
広
場
に
て
開
催

５
24

昭
和
31
年
卒

　傘
寿
を
祝
う
集
い

　ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

89
名
出
席

６
10

郡
山
支
部
「
福
桜
会
の
つ
ど
い
」

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

ア
ン
ジ
ェ
ロ
開
成
店
に
て
開
催

27
名
出
席

６
22～21

昭
和
34
年
卒

第
11
回
花
た
ち
ば
な
34
会

　喜
寿
を
祝
う
会

　飯
坂
温
泉
ホ
テ
ル
聚
楽
に
て
開
催

73
名
出
席

７
19

平
成
３
年
卒

　遠
藤
千
晶
様

「
遠
藤
千
晶

　箏
リ
サ
イ
タ
ル

―
ザ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
―
」
開
催

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
同
時
発
表

月
日

Ｍ

　Ｅ

　Ｍ

　Ｏ

９
24

福
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

橘
ク
ラ
ブ
総
会

ロ
ー
ゼ
ン
ケ
ラ
ー
に
て
開
催

10

１

創
立
120
周
年

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

母
校
体
育
館
に
て
開
催

10

５

平
成
10
年
卒

　二
瓶
野
枝
様

「
重
陽
の
芸
術
祭
２
０
１
７
」
に
参
加

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露

10

11

福
島
市
役
所
支
部
総
会

　ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催

10

28

愛
知
支
部

第
一
回
愛
知
た
ち
ば
な
会

　刈
谷
市
Ｄ
ス
ク
エ
ア
楽
坐
に
て
開
催

７
名
出
席

10

29

須
賀
川
支
部
総
会
・
懇
親
会

ホ
テ
ル
虎
屋
に
て
開
催

15
名
出
席

11

15

福
島
市
役
所
支
部
研
修
会

「
ア
フ
リ
カ
・
マ
コ
ン
デ
族
の
音

楽
と
文
化
交
流
」

　古
関
裕
而
記
念
館
に
て
開
催

11

16～15

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ

　松
桜
会
例
会

飯
坂
温
泉
あ
づ
ま
荘
に
て
開
催

10
名
出
席

平
成
30
年

１
２

平
成
18
年
卒

　橘
１
期
生
同
期
会

ロ
ー
レ
ン
リ
ー
フ
に
て
開
催

43
名
出
席

同窓

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

郡山支部福桜会

愛 知 支 部

須賀川支部
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十
年
前
の
同

窓
会
総
会
は
学

年
幹
事
十
三
名

で
し
た
が
、
亡

く
な
っ
た
方
も

居
り
、
今
回
幹

事
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
の
は

そ
の
う
ち
の
五

名
で
し
た
。
総

会
に
は
な
る
べ

く
多
く
の
方
に

出
席
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
幹

事
五
名
が
そ
れ

ぞ
れ
一
名
以
上

誘
い
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
に

な
り
、
誘
わ
れ

た
方
が
ま
た
友

人
を
誘
い
、
南
は
神
奈
川
か
ら
北
は

岩
手
ま
で
元
気
な
八
十
三
歳
（
一
部

八
十
四
歳
）
二
十
五
名
が
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
出
席
は
し
た
い
が
、
こ
の

年
齢
で
一
人
で
出
向
く
の
は
と
た
め
ら

う
方
も
居
り
、
集
ま
っ
た
方
の
中
で

も
、
こ
れ
が
最
後
だ
ろ
う
と
い
う
方
と

毎
年
で
も
集
ま
り
た
い
と
い
う
方
が
い

て
今
後
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
在
校
当
時
（
昭
和
二
十
四
年

〜
）
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
通
年
制
で
選
択
制
で
し
た
の

で
同
期
の
意
識
が
薄
く
、
昭
和
二
十
七

年
卒
全
体
の
同
年
会
は
一
度
も
開
か
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
も
選
択

制
で
必
修
科
目
以
外
は
姉
妹
で
同
じ
授

　
今
回
は
七
十

余
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

歳
を
重
ね
た
奥

ゆ
か
し
さ
が
身

に
つ
い
た
熟
年

女
性
と
し
て
、

再
会
出
来
た
嬉

し
さ
と
華
や
ぎ

で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
女
子
高

時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
、

お
喋
り
に
花
が

咲
き
大
変
盛
り
上
が
り
な
ご
や
か
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
校
歌
斉
唱
で
は
、
当
時
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
新
校
歌
は
、

新
た
な
高
校
に
な
っ
た
の
だ
と
強
く
印

象
づ
け
る
も
の
で
し
た
。
夢
・
光
・
壮

大
な
宇
宙
・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
強
く

生
き
抜
く
力
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
支

え
て
く
れ
る
応
援
歌
と
し
て
素
晴
し
い

校
歌
に
感
動
し
ま
し
た
。
七
十
代
の
私

業
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
し
、

姉
妹
で
同
じ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と
い
う
方

も
何
組
か
居
り
ま
し
た
。

　
十
年
前
の
同
窓
会
総
会
に
ご
出
席
い

た
だ
い
た
恩
師
今
泉
清
子
先
生
は
満
百

歳
を
迎
え
ら
れ
、
お
元
気
と
の
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
箏
と

尺
八
の
演
奏
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

四
十
七
年
卒
の
方
々
に
は
記
念
写
真
の

手
配
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
四
十
五
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
る
友
だ
ち
の
胸
の
名
札
を
見
つ
つ
当

時
の
面
影
を
見
つ
け
る
と
、
た
ち
ま
ち

女
子
高
生
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
の

は
本
当
に
不
思
議
で
す
。

　
還
暦
過
ぎ
て
も
表
情
の
輝
き
は
皆
オ

ト
メ
に
な
っ
て
あ
ち
こ
ち
の
テ
ー
ブ
ル

で
総
会
前
か
ら
話
が
は
ず
み
ま
す
。

　
総
会
の
お
知
ら
せ
を
今
回
は
、

四
百
五
十
人
近
い
人
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
通

信
事
務
費
は
ど
こ
か
ら
も
出
な
い
こ
と

か
ら
地
元
の
人
に
は
手
渡
し
や
電
話
作

戦
で
経
費
を
節
約
し
ま
し
た
。
名
簿
の

　
不
思
議
な
も

の
で
、
仲
間
が

集
ま
る
と
そ
こ

は
、
三
十
五
年

も
前
の
教
室
に

な
り
、
校
庭
に

な
り
、
部
室
に

な
り
ま
す
。
気

持
ち
は
、
も
ち

ろ
ん
十
七
歳
の

福
女
生
。
校
歌

が
な
が
れ
れ
ば
自
然
と
ハ
モ
リ
ま
す
。

思
い
出
話
は
次
々
と
あ
ふ
れ
出
し
、
笑

い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
笑
い
、
お

な
か
の
脂
肪
も
燃
焼
し
て
く
れ
ま
し

た
。
し
わ
を
気
に
し
な
が
ら
そ
れ
は
そ

れ
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
幹
事
が
二
名
し
か
集
ま
れ

ず
、
や
む
を
得
ず
、
ク
チ
コ
ミ
で
の
声

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
今

年
当
番
の
年
で
あ
る
事
を
知
ら
な
い
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
幹
事
と
し
て
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
十

年
後
の
次
回
こ
そ
は
、
幹
事
の
力
を
合

わ
せ
て
、
効
果
バ
ツ
グ
ン
の
若
返
り
の

秘
薬
を
煎
じ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
の

再
会
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
高
校
卒
業
と
同
時
に
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
同
級
生
が
集
ま
る
良

い
機
会
だ
と
思
い
、
成
人
式
前
日
に
同

期
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
開
催
す
る
に

当
た
り
苦
労
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

学
年
幹
事
会
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
も
あ

り
、
な
ん
と
か
形
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
橘
十
期
生
一
六
六
名
が
一
同

に
会
し
、
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
も

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り

一
層
会
場
の
雰
囲
気
も
華
や
か
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
私
自
身
二
度
目
と
な
る
総
会

に
参
加
し
、
大
勢
の
先
輩
方
と
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
い

た
際
に
、
改
め
て

福
島
女
子
高
等
学

校
の
時
か
ら
築
か

れ
て
き
た
伝
統
や

歴
史
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
若
輩
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、

私
も
こ
れ
か
ら
の

橘
高
校
の
礎
の
一

部
と
な
れ
る
よ
う

精
進
し
て
参
り
ま

す
。

学

年

だ

よ

り

学

年

だ

よ

り

あ
と
が
き

☆
今
回
は
母
校
創
立
百
二
十
周
年
を
特

集
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
紙
面
の
都

合
上
十
分
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で

も
、
で
き
る
限
り
記
念
事
業
の
内
容

や
式
典
当
日
の
様
子
が
お
分
か
り
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
大
先

輩
小
島
美
子
先
生
の
講
演
が
世
代
の

隔
り
を
越
え
て
、
母
校
生
の
若
い
心
に

ま
っ
す
ぐ
届
く
の
が
見
て
と
れ
た
こ
と

が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

元
気
な
八
十
三
歳

宮
　
澤
　
芳
　
子
（
昭
和
27

年
卒
）

十
年
ぶ
り
‼
の
笑
顔

齋
野（
佐
藤
）厚
子
（
昭
和
37

年
卒
）

還
暦
過
ぎ
て
も
…

大
寺（
天
沼
）智
子
（
昭
和
47

年
卒
）

若
返
り
の
秘
薬
同
窓
会

安
倍（
齋
藤
）貴
美
子
（
昭
和
57

年
卒
）

橘
高
校
10
期
生

八
巻
　
萌
人
（
平
成
27

年
卒
）

確
認
作
業
も
手
間
暇
の
か
か
る
こ
と
で

し
た
が
、
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
た

方
々
は
皆
テ
キ
パ
キ
と
ク
ラ
ス
分
を
担

当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
で

五
十
四
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
八
組
だ
っ
た
立

花
か
お
り
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

箏
と
尺
八
の
素
敵
な
演
奏
会
と
な
り
会

場
一
同
聴
き
惚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
尚
、
事
務
通
信
費
と
し
て
協
力
い
た

だ
い
た
経
費
の
残
四
万
円
は
、
47
年
卒

有
志
か
ら
と
し
て
同
窓
会
長
に
お
渡
し

し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

達
も
こ
れ
か
ら
の
日
々
、
夢
を
持
ち
続

け
て
行
き
た
い
と
…
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

ひ
と
時
で
し
た
。「
あ
れ
か
ら
十
年
…
」

十
年
前
の
初
幹
事
九
名
が
苦
労
を
共
に

し
、
人
集
め
に
頑
張
っ
た
事
で
絆
が
生

ま
れ
連
帯
が
深
ま
り
ま
し
た
。閉
会
後
、

喫
茶
室
で
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
の
中
「
ま

た
、
会
い
ま
し
ょ
う
！
」
名
残
り
を
惜

し
み
散
会
し
ま
し
た
。


